
 神
かみ

様
さま

と どんなふうに 接
せっ

したら いいの？

神
かみ

様
さま

って どんな 方
かた

？

わたしたちの 一
ひとり

人一
ひとり

人や 
全
ぜん

宇
う

宙
ちゅう

を 造
つく

ってくださった 
神
かみ

様
さま

を 恐
おそ

れ、うやうやしく 
接
せっ

するのは、大
たい

切
せつ

なことだ。

恐
おそ

れを もって 主
しゅ

に 仕
つか

えよ。
（詩

し
篇
へん

 2:11、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）

 「恐
おそ

れを もって」

とは、愛
あい

と 賞
しょう

賛
さん

と 

尊
そん

敬
けい

の 気
き

持
も

ちを 大
おお

いに 

こめて、という 

   意
い

味
み

だよ。



もし わたしたちが 神
かみ

様
さま

に 敬
けい

意
い

を 表
あらわ

しながら 近
ちか

づくなら、
神
かみ

様
さま

も、愛
あい

を こめて わたしたちを 世
せ

話
わ

してくださる。

この おいしい 

夕
ゆう

食
しょく

を 感
かん

謝
しゃ

します！

  ママが お料
りょう

理
り

が

 上
じょう

手
ず

な ことを   

 感
かん

謝
しゃ

します！

良
よ

い 人
じん

生
せい

を 

与
あた

えてくださっている 

ことを、心
こころ

から 

感
かん

謝
しゃ

します！

わたしたちに 

ある 喜
よろこ

びを 

  感
かん

謝
しゃ

します。

ミャオ～！１

（１アァメン！）

主
しゅ

の 聖
せい

徒
と

よ、主
しゅ

を 恐
おそ

れよ、主
しゅ

を 恐
おそ

れる 
者
もの

には 乏
とぼ

しい ことが ないからである。
（詩

し
篇
へん

 34:9、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）



神
かみ

様
さま

は、ご自
じ

身
しん

を 恐
おそ

れ、
尊

とうと

ぶ 人
ひと

たちに、内
うち

なる 
強
つよ

さを 下
くだ

さる。

主
しゅ

を 恐
おそ

れる ことに 
 よって 人

ひと
は 安

あん
心
しん

を 得
え

る。
（箴

しん
言
げん

 14:26、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）

ここで いう 強
つよ

さとは、神
かみ

様
さま

が 下
くだ

さる 強
つよ

さの 
ことだよ。つまり、神

かみ

様
さま

が 君
きみ

に 求
もと

める ことは 
何
なん

でも できるように 助
たす

けてくださると 
知

し

っている、信
しん

仰
こう

の ことなんだ。
チーム・キャプテンに 

なるのなんて、初
はじ

めてだ。

選
せん

手
しゅ

たちの 良
よ

い キャプテンに 

なれるよう、神
かみ

様
さま

の 助
たす

けが 

必
ひつ

要
よう

だぞ。
ぼくは、聖

せい

書
しょ

の

ヤコブの 手
て

紙
がみ

4:8を 

 暗
あん

記
き

しているんだ。 



神
かみ

様
さま

は、ご自
じ

身
しん

を 恐
おそ

れ、
尊

とうと

ぶ 人
ひと

たちを 守
まも

り、
救
すく

ってくださる。

まあ、大
たい

変
へん

。

パパ、ダンスの 

レッスンに 間
ま

に合
あ

う

かしら。

落
お

ち着
つ

いて。

だいじょうぶだよ、

間
ま

に合
あ

うから。

神
かみ

に 近
ちか

づきなさい・・・

神
かみ

に 近
ちか

づきなさい・・・

神
かみ

に 近
ちか

づきなさい・・・

主
しゅ

の 使
つか

いは 主
しゅ

を 恐
おそ

れる 者
もの

の 回
まわ

りに 
陣
じん

を 張
は

り、彼
かれ

らを 助
たす

け出
だ

される。
（詩

し
篇
へん

 34:7、新
しん

改
かい

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）

数
すう

分
ふん

後
ご

・・・

神
かみ

様
さま

は、わたしたちが 

事
じ

故
こ

に 巻
ま

きこまれないように 

守
まも

ってくださったんだ！



しかし わが名
な

を 恐
おそ

れる 
あなたがたには、義

ぎ
の 

  太
たい

陽
よう

が のぼり、その 翼
つばさ

には、
いやす 力

ちから
を 備

そな
えている。

（マラキ書
しょ

 4:2、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）

 神
かみ

様
さま

は、ご自
じ

身
しん

を 恐
おそ

れ、
尊

とうと

ぶ 人
ひと

たちに、いやしの 力
ちから

を 
送
おく

ってくださる。
ぼくたち 

病
びょう

気
き

だけど、神
かみ

様
さま

が 

世
せ

話
わ

してくれて、いやして

くださるって わかってるから、

安
あん

心
しん

だね。

･･･そうすれば、神
かみ

は 

あなたがたに 近
ちか

づいてくださるで

あろう･･･そうすれば、神
かみ

は 

あなたがたに 近
ちか

づいて

くださるであろう･･･



神
かみ

様
さま

を 恐
おそ

れ、
うやうやしく 
接
せっ

するのは、
本
ほん

当
とう

の 知
ち

恵
え

の 
基

き

礎
そ

でも あるんだ。

「神
かみ

様
さま

を 恐
おそ

れる」とは、神
かみ

様
さま

を こわがるという 意
い

味
み

じゃ ないよ。神
かみ

様
さま

に 敬
けい

意
い

を 表
あらわ

し、
重
おも

んじると いうことなんだ。そして、自
じ

分
ぶん

の 思
おも

いや 行
おこな

いを、神
かみ

様
さま

に 喜
よろこ

んでいただけるように 
したいと いうことだよ。神

かみ
様
さま

の 律
りっ

法
ぽう

に 従
したが

うと、賢
かしこ

くなって 正
ただ

しいことを 選
えら

ぶ 助
たす

けに なるんだ。

主
しゅ

を 恐
おそ

れる ことは 
知

ち
恵

え
の はじめである。

（詩
し

篇
へん

 111:10、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）

これ、やって

 みないか？

結
けっ

構
こう

です。

神
かみ

様
さま

を 重
おも

んじ 

愛
あい

するほど、正
ただ

しいことを 

選
えら

ぶのが 簡
かん

単
たん

に 

  なるな。

「神
かみ

に 近
ちか

づきなさい。

そうすれば、神
かみ

は 

あなたがたに 近
ちか

づいて

くださるであろう。」 

ヤコブの 手
て

紙
がみ

 

  4:8だよ。
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神
かみ

様
さま

を 恐
おそ

れ、尊
とうと

ぶことの 例
れい

感
かん

謝
しゃ

しつつ、その（主
しゅ

の） 門
もん

に 入
はい

り、ほめたたえつつ、その 大
おお

庭
にわ

に 入
はい

れ。（詩
し

篇
へん

 100:4、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）

サッカーの 試
し

合
あい

、

延
えん

期
き

だな。だけど、

雨
あめ

は 植
しょく

物
ぶつ

に 

必
ひつ

要
よう

だものね。

神
かみ

様
さま

が してくださる 
すべての ことを 感

かん

謝
しゃ

する。
神
かみ

様
さま

の 偉
い

大
だい

さを 
    あがめる*。

神
かみ

様
さま

の 

創
そう

造
ぞう

物
ぶつ

って、

きれいだなぁ！

*あがめる：
尊
そん

敬
けい

する。
大
たい

切
せつ

にする。

神
かみ

様
さま

と、神
かみ

様
さま

の 物
もの

事
ごと

の 
やり方

かた

を 教
おし

えてくれる、
神
かみ

様
さま

の 言
こと

葉
ば

を 学
がく

習
しゅう

する。

神
かみ

様
さま

が み言
こと

葉
ば

の 中
なか

で 
わたしたちに 求

もと

めて
おられる ことを 

実
じっ

行
こう

する。

食
しょく

卓
たく

の 準
じゅん

備
び

を 

手
て

伝
つだ

ってね。

はい、ママ。

導
みちび

きや 助
たす

けを 求
もと

めて、
神
かみ

様
さま

の 声
こえ

に 耳
みみ

を 
かたむける。

ほかにも、神
かみ

様
さま

を 恐
おそ

れ、敬
けい

意
い

を 
表

あらわ

す 方
ほう

法
ほう

を 考
かんが

えつくかな？


